




















































































 

 

平成25年度久間田福祉会 事業報告 
 

平成25年度においても久間田福祉会は地域に根ざした保育を行おうと努力し、また、心と
体のバランスがとれた子どもとなるような保育を心がけてきました。 
 

 
１. くまだ保育園事業報告 

 

地域の子育ての幹となるために 
 

(1) 子どもの最善の利益を求める保育を 

① 昨年に引き続き、しなやかな体、バランスの良い動きづくりをめざし、でき

るだけ毎日「りずむあそび」を保育の中に取り入れた。導入から四年、子ど

もの運動機能やリズム感の向上だけでなく、聞ける、待てるなど、就学時に

必要な力もついてきているように感じる。 
 
② 5 歳児の考える力やリーダーシップを伸ばすため、鈴鹿フラワーパーク、東

山動物園、鳥羽水族館などで行った園外保育では、グループ分けを行い、自

分たちで何をして遊ぶか、何を見に行くか計画を立て、意見調整し、自主的

にあそび、見学した。 
 

③ 園のたよりや懇談会、保育参加、運動会、生活発表会の場で、保護者に子ど

もの成長を確認していただきながら、子どもの発達に対する理解を職員、保

護者で共通のものとする機会に努めた。基本的な生活の仕方、社会的ルール

などの家庭でのしつけについても引き続き提案していく。 
 

④ 食べることに興味・関心が持てるように、栄養士、保育士、給食調理員も協

力して、食育を保育の中に積極的に取り入れ、給食材料のグループ分け(赤・

黄・緑・白)についても毎日行っている。 
地域の皆様にもご協力頂きながら、米や野菜を育て、収穫し、食べる事も行っ

ている。特に今年は 2 歳児から作物作りを行った。 
また、昔ながらの行事に伴う行事食を積極的に取り入れ、もちつき、子ども

新年会や豆まき会、ひな祭り会等では各行事にあわせた献立で給食を行った。 
 

⑤ 地域の子育てのサポート 
園庭解放(なかよしデー)を原則月 2 回、年間 10 回行い、多数の未就園児と

その保護者に保育園を利用していただいた。 
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(2) 高花平保育園との交流 

① くまだ保育園、高花平保育園間で交流保育を行った。くまだ・高花平両園の

5 歳児同士、4 歳児同士が各園に集い、りずむあそび、園内・園庭の探検と

あそび、給食などで交流を行った。 
 

② くまだ保育園と高花平保育園で給食献立を統一し、くまだ保育園より高花平

保育園へ園長と栄養士が月 1 回打合せに出向き、高花平保育園の給食調理員

と献立について話し合った。 
 

③ 運動会、生活発表会はお互いの保育士がお互いの会を参観した。 
 

④ くまだ保育園に講師を呼んで実施した「りずむあそび」研修に、両園の保育

士が合同で参加した。 
 
 
(3) 行事 

行事は下表のとおり実施した。 
また、毎月、避難訓練、お誕生会、発育測定、作品展を行った。 
10月から12月にかけて、試食会(保育参観・給食試食・個人懇談)を行った。 

 
 

4 月 入園式 10 月 運動会 
いもほり 

5 月 
わくわく広場 
懇談会 11 月 遠足 

竹馬教室 

6 月 
歯科検診、園医健康診断 
プラネタリウム見学 
歯磨き講習会 

12 月 餅つき会 
クリスマス会 

7 月 七夕会 
夕涼み会 1 月 子ども新年会 

8 月  2 月 豆まき会 
生活発表会 

9 月  3 月 
ひな祭り会、園医健康診断 
おわかれ遠足、おわかれ会 
卒園式 
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２. 高花平保育園事業報告 

地域の子育ての幹となるために 
 

(1) 子どもの最善の利益を求める保育を 

① 食育として、園庭でミニトマト、ブドウ、イチゴ、ゴーヤ、ヘチマなどをつ

くり、栗を収穫した。また、畑ではサツマイモ、スイカ、ウリなどをつくっ

た。これに加え、今年度から、足洗い場を小さな田んぼとして米作りも行っ

た。収穫した米、野菜、果物の調理にも園児が参加した。 
 
 

② 「りずむあそび」を取り入れてから二年目となり、体の柔軟性・敏捷性とリ

ズム感が向上している。その結果、竹馬、なわとび、鉄棒などの運動あそび

にも意欲的に取り組み、上手に遊べるようになってきた。 
 
 
 

(2) 地域の子育てのサポート 
① 高花平幼稚園、高花平小学校との定期的な交流と高花平地区社会福祉協議会

との交流等、地域の各団体との交流を行った。 
 
 

② さくらんぼ会を通して、地区内外の親子に保育園を利用してもらい、また、

子育て相談にも応じた。 
 
 
 

(3) くまだ保育園との交流 

① くまだ保育園、高花平保育園間で交流保育を行った。くまだ・高花平両園の

5 歳児同士、4 歳児同士が各園に集い、りずむあそび、園内・園庭の探検と

あそび、給食などで交流を行った。 
 
 

② くまだ保育園と高花平保育園で給食献立を統一し、くまだ保育園より高花平

保育園へくまだ園長と栄養士が月1回打合せに出向き、高花平保育園の園長、

主任、給食調理員と献立について検討した。 
 
 

③ 運動会、生活発表会はお互いの保育士がお互いの会を参観した。 
 
 

④ くまだ保育園に講師を呼んで実施した「りずむあそび」研修に、両園の保育

士が合同で参加した。 
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(4) 行事 

行事は下表のとおり実施した。 
毎月、避難訓練、お誕生会、発育測定を行った。 
試食会、保育参加を開催した。また、保護者懇談会を二度開催した。 
 

 

4 月 入園式   10 月 

運動会 
内科検診、歯科検診 
プラネタリウム見学 
秋の遠足 

5 月 親子で遊ぼう会 
こどもの日の集い 11 月 

いもほり 
さんま焼き会 
竹馬作り 

6 月  12 月 
人形劇 
クリスマス会 
おもちつき 

7 月 七夕の集い 
夏まつり 1 月  

8 月  2 月 
豆まき会 
生活発表会 
ふれあい音楽会 

9 月 おじいちゃん、おばあちゃん

と遊ぶ会 3 月 

ひな祭り会 
おわかれ遠足 
おわかれ会 
内科検診、歯科検診 
卒園式 
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平成26年度久間田福祉会事業計画 
 

 平成26年度においても引き続き、子どもの成長を保障する保育をすることが何より重要だと考え

「地域における児童福祉の核になる」ことを目指して努力し続けたいと思います。 

 
１．くまだ保育園事業計画 

 
地域の子育ての幹となるために 
 
(1) 子どもの最善の利益を求める保育を 

① 生活文化の型が失われつつある今、子どもに基本的な生活習慣が身につくように

生活の仕方やしつけの方法を詳しく家庭に伝え、親と一緒に子育てを考えていく。 
 

② 子どもに対する理解を、職員間、また、職員・保護者間で共通のものとし、子ど

もへの一貫した対応を行い、健やかな育ちを保障していく。 
 

③ 食べることに興味や関心が持てるように、食育活動を保育の中に積極的に取り

入れ、「保育と行事食」をテーマに、子ども達に日本の伝統文化に触れる機会を

多く持たせていく。 
 
 

(2) 地域の子育てのサポート 

① 園庭開放(なかよしデー)を毎月第 2、第４水曜日に行い、地域の子育て相談につ

いてもその場で受け付ける。 
 

② 一時保育については、補助金事業として恒常的に一時保育児童を受け付けるには

施設や職員配置に無理があるため、当面の間自主事業として行っていく。 
 
 

(3) 高花平保育園との交流 

① 交流保育を実施し、子ども達の経験を増やし、社会性を養っていく。 
 

② 交流保育の場を、両施設の職員の研修の場ともしていく。 
 

③ 高花平保育園と給食献立を統一し、食育の浸透を図っていく。 
 

④ 共通の研修を企画するなど両施設の職員間の交流を増やしていく。 



 
(4) 行事予定 

① 毎月、避難訓練、お誕生会、発育測定、作品展を行う。 
 

② 10 月、11 月は試食会、保育参観、個人懇談を行う。 
 

③ その他行事予定を次ページの表に示す。 
 

4 月 入園式 10 月 
運動会 
遠足 

5 月 わくわく広場 11 月 竹馬教室 

6 月 
歯科検診 
歯磨き講習会 
園医健康診断 

12 月 
餅つき会 
クリスマス会 

7 月 
七夕会 
夕涼み会 

1 月 子ども新年会 

8 月  2 月 
豆まき会 
生活発表会 

9 月  3 月 
ひな祭り会・園医健康診断 
おわかれ遠足・お別れ会 
卒園式 

 
 
 

２．高花平保育園事業計画 
 

地域の子育ての幹となるために 
 

(1) 子どもの最善の利益を求める保育を 

① 子どもの発達に合わせた保育環境を整えられるように研修をし、実践に努める。 
 

② 木造園舎の老朽化が進んでいるため、適宜修繕を行い、子どもたちの活動に悪影

響を及ぼさないよう努める。 
 

③ 子どもに対する理解を職員、保護者で共通のものとできるように努め、子どもの

健やかな育ちを保障する。 
 

④ 食べることに興味関心が持てるように食育を保育の中に積極的に取り入れる。 



 
(2) 地域の子育てのサポート 

① 幼稚園、地区社協、地区自治会との交流を実施する。 
 

② 園庭開放(さくらんぼ会)を毎月第 2、第４木曜日に行う。このとき、子育て相談

も受け付ける。 
 

③ 自主事業として一時保育を実施する。 
 

(3) くまだ保育園との交流 

① 交流保育を実施し、子ども達の経験を増やし、社会性を養っていく。 
 

② 交流保育の場を、両施設の職員の研修の場ともしていく。 
 

③ くまだ保育園と給食献立を統一し、食育の浸透を図っていく。 
 

④ 共通の研修を企画するなど両施設の職員間の交流を増やしていく。 
 

(4) 行事予定 

① 毎月、避難訓練、お誕生会、発育測定を行う。 
 

② 試食会、保育参観、保護者懇談会の開催。 
 

③ その他行事予定を以下の表に示す。 
 

4 月 入園式 10 月 
運動会 
秋の遠足 

5 月 こどもの日の集い 11 月 いもほり 

6 月 
 

12 月 クリスマス会 

7 月 
七夕の集い 
夏まつり 

1 月  

8 月  2 月 
豆まき会 
生活発表会 

9 月 
おじいちゃん、おばあちゃん

と遊ぶ会 
3 月 

ひな祭り会・ふれあい音楽会 
おわかれ遠足・おわかれ会 
卒園式 

 


